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Ⅳ．自由意見 

このアンケートには、たくさんのご意見が寄せられました。 

  



 

 
 

98 

主な意見 

１．保健・医療・福祉 
■子育て支援 
保育園が足りない。本当に必要な人が入れていない。子どもが多いまちなのに…。 
保育園の低料金化。いざ入所してもパート収入の半分以上を取られてしまい生活にゆとりを感じることはなかった。 

一時保育は 1 歳以上からでなく年齢を下げてほしい。週に 3 回以内１ヵ所のみの制限がなければ女性は働きやすい。 
子どもたちが遊べる施設がもっとあればと思う。戸田公園周辺に児童センターがあればいいのでは…。 
駅前のこどもの国の室内をもっと毎日のように利用できるようにすると良い。 
小学６年生まで通える民間の学童を各地区に設置。時間も夜９時まで、休日も利用できるようにする。保育料を安くする。 

子どもの母親が働こうとしたときに、職を探す３ヶ月くらいは、保育園へ入所可能とするなどの対策がほしい。 
子育てと仕事の両立をして、壁にぶつかっている人のためのアドバイスやら相談しやすい場所などあると嬉しい。 
子育ては戸田市でしたいと思えるようなまちになってほしい。 
■保健・医療 

子どもの医療費の無料化を、中学校卒業までに延長してもらいたい。 
子どもの多い戸田市なので、２４時間空いている小児救急があると安心できると思う。 
若い世代でも、がんが増えてきているので、乳がん検診を４０代からでなく、２０代からにしてほしい。 

予防接種への補助をしてもらいたい(Hibワクチン、子宮がん、肺炎球菌、おたふくなど)。妊婦健診の補助券を増やしてほしい。 
何年も切望してきた。市民病院がほしい！ 
医療機関の数が少なすぎる。もっと増やすべき。 

■高齢者福祉 

特養（老人ホーム）を早く増設してほしい。 
戸田老健、市の施設なのに待機者が多くなかなか入所できないので、増床が必要だと思う。 
特別養護老人ホームや施設をもっと増やして、順番待ちをせず、収入によって無料で入所できるようになればと思う。 
高齢者は働ける人は働き（シルバー人材を増やす）、生き生きと老後が暮らせるよう支援していける市であってほしい。 
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■福祉全般 

現在は若い世代が多いが、将来は高齢化してしまうことが心配。どの世代も暮らしやすい市になると良いと思う。 
立場の弱い人間も安心して暮らせるまちづくりをしてほしい。 
■その他 

就職活動していく上で、障害のある人や何らかの持病のある人たちのことも、しっかり視野に入れて考えてほしい。 
年金で生活が出来るように、住宅支援もしくは市営住宅を増設してほしい。安い価格で。 
外国人も日本人と同じように、公団など借りられるようになったり、住宅問題が解消されるとさらによいと思う。 
２．学校教育・生涯学習 
■学校教育 
新築のマンションがどんどん増え、子どもも増えているのに、学校の数が絶対に足りない。 

すぐ近くに小学校があるのに、学区外で入れず遠くまで行かせなければならない。学区の見直しや小学校の増校が出来れば良い。 

小･中学校の夏休みを短くすることで子供の学力の向上などメリットはあるのか。暑い夏はしっかり休む方が、有意義に感じる。 

学校の土曜日は休みが続くのであれば、土曜日に学校で子どもたち向けの教育活動があるといいと思う。 

学校教育に力を入れてほしい。未来を担う若人たちを育てる環境に、もう少し力をいれ、戸田市全体のレベルアップを希望する。 

■生涯学習・文化・スポーツ 

図書館の蔵書を増やしてほしい。 

図書館の使い勝手が悪い。駅前支所みたいなものを作って、もっと皆活用しやすいようにしてほしい。 

図書館を新しくしてほしい。 

市はスポーツを推進しているが近くに施設がない。公園ばかりでなく、スポーツ施設を通える範囲につくってもらいたい。 

今の住所地には戸田市の施設（図書館、スポーツセンターなど）が近くになく、利用したくても利用できない。 

スポーツ施設や文化施設などの利用について、予め手続きをしないでも自由に気軽に利用できるところがあったらよい。 

３．環境と安心・安全 

■環境・ごみ・公害 

他市から引っ越してきて、町の美化に対する意識がすごく低いと感じた。都市化するのではなく、住みやすい環境をつくるべき。 
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歩行中の禁煙とタバコのポイ捨て禁止を、もっと市民にアピールしてほしい。 

戸田公園駅東口の喫煙所は、あまり人通りのない場所に移転するか、灰皿を撤去した方が良いと思う。 

公園にビンの破片やタバコの吸殻など、子どもに危険なものがあって気になる。歩道に動物のフンがあるがどうにかできないか。 

道路、公園等がゴミ、犬のフンで汚いので、清掃回数を増やしてもらいたい。 

住んでいる地域にノラ猫が多い。フンの臭いが空きアパート、公園で多々あるので、なんとかならないかと思う。 

ペットを飼っている方が多いと思うが、散歩するのにマナーなどを守ってほしい。 

高速道路もあり、トラックの交通量の多い戸田では、子どもの喘息も多く、緑の必要性を強く感じる。 

昼間はブルドーザーの轟音がうるさい。なんとかしてほしい。 

■防犯 

学校からの帰宅途中、街灯が少ないと感じた。街灯の増設をお願いしたい。 

夜間道路（歩道）が暗く、仕事帰りに痴漢にもあっているので、もっと対策をとってほしい。 

北戸田の駅の周りが暗く、子どもが歩いて帰ってくるときに不安。 

戸田公園からの帰りの道が暗く、少し不安を感じながら歩いている。外灯を明るくしたり、数を増やしてほしい。 

夜、暗い道が多く、少年たちが公園で遊んでいて怖いので、警察のパトロールを夜でもやってほしい。 

自宅敷地内から自動車を盗まれた。地域の方々の防犯パトロール等では限界がある。もっと警察からの協力をしてもらいたい。 

夜間の土手沿いは灯りも少なく、防犯対策の強化をしたほうがいい。青色車両のパトロール、効果があると思う。 

最寄警察署が蕨市なのが、遠くて心配だ。交番の充実やパトロールの強化など、治安対策をお願いしたい。 

■防災 

「防災戸田」の音量を、もう少し大きくしてもらいたい。 

土地が低いため台風や豪雨になると路地が川のようになってしまう。雨が降っても安心して生活ができる対策をしてほしい。 

■交通安全 

自転車を無灯火、傘差し運転で平気で歩道を走らせているので大変危険。もっと厳しく取り締まってほしい。 

大型トラックの違法駐車、速度超過等、狭い道路においても危険が感じられる。企業、業者に対する指導を徹底してもらいたい。 

４．産業と労働 
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■商業 
もう少し戸田市を活性化できるように、飲食店などを増やしてほしい。 

本屋が少ないので増やしてほしい。 

将来的には、戸田公園に大きなショッピングモールなどできたら嬉しい。 

安心して楽しく買い物できる、車の通らない商店街があったら、お年よりももっと外へ出ると思う。 

スーパーができ過ぎて個人商店少ない。このままだと戸田市には商店が減るばかりなので、真剣に考えてほしい。 

■産業全般・就労 
企業誘致ではなく、市自らレジャーや福祉産業へ参入し、雇用機会を増やし、豊かな財源確保と高齢者や若者の力の活用をする。 

仕事をして定期的な収入を得て生きていけるよう、最低限の衣食（職）住の確保が重要で、魅力的な施策を期待している。 

■その他 
戸田公園駅前に窓口のある銀行はない。窓口がないとできない手続きも多いので、ぜひ駅前に銀行を誘致してほしい。 

５．都市基盤 

■区画整理・市街地整備 

戸田駅東口地区の区画整理事業を早く実施してほしい。特に歩道整備、公園、街灯、植樹の環境整備を進めてほしい。 

駅周辺から市役所までの辺りが、もう少し整備されて、賑やかになってくれるとよいと思う。 

市役所の周りばかり歩道や景観を良くしているので、戸田市全体を見直してほしい。 

戸田公園、戸田、北戸田３駅の駅前がさびしい。他県、他市からも人が集まる様な施設の誘致や施設建設を望む。 

戸田駅周辺、駅構内が寂しくなってしまった気がする。市役所最寄り駅として、もっと活性化してほしい。 

戸田公園駅は住人の数に対し、駅階段、改札口が狭すぎる。今後、９００世帯のマンション建設を考えると、改善してほしい。 

北戸田駅前付近に、もっとスーパーやお店（飲食店など）を増やしてほしい。 

住宅密集地こそ、緑の公園が防災、快適住環境から重要だと思う。バランスの取れた都市開発をしてもらいたい。 

■道路整備 

道路が全体的に狭く、十分な歩道が確保されていない。歩行者同士行き交うにも十分なくらい広くしてほしい。 

自転車道がほしい。よく自転車に乗るが、車道を走ると車の邪魔になり、歩道を走ると歩行者を傷つけたら…と怖いから。 
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１７号の渋滞を緩和してほしい。 

引っ越してきてビックリしたのが、道路の変則交差点や丁字路が多くて、運転がとてもしづらいと感じた。 

雨が降ると道路の水はけが悪く、車が通ると水をかぶることがある。早急にチェックして改善してもらいたい。 

信号機を設置しないと危険な場所がたくさんあるので、見直しすべき。 

■公園・緑・景観 

住居地域なのに公園がないところがたくさんある。 

子どもたちが遊べる場が少ないと思う。遊べる場が近くにないため、子どもだけで行けない。 

公園の公衆トイレをきれいにしてほしい。 

ボール遊びを禁止した公園ばかりが増えているので、近くでちょっとしたキャッチボールなどができる広場がもっと必要だ。 

もっと緑化を進め、少しでも空気を浄化し、気持ちの和む市にしてほしい。街中に緑をあふれさせてほしい。 

急激に宅地開発が進み、あっという間に緑がなくなってしまったので、景観を考えたまちづくりをしてほしい。 

猛暑対策として、日陰を多くつくったほうが良い。例えば歩道に屋根を設置し、できれば屋根の上を緑化させるなど。 

土手の草刈の回数が少なくなったが、土手を歩くと虫が多いので、以前の様に整備してもらいたい。 

■上下水道・河川 

上下水道、都市ガスの普及を早急に配備してほしい。特に都市ガスを！！  

新曽地区においては、下水道の整備を１日も早くしてもらいたい。夏は特に下水の臭いがひどい。 

菖蒲川はどう考えても生き物が住める環境ではないので、もう少し生き物のことを考えて川をきれいにしてほしい。 

川が汚くて臭いので、なんとかならないかと思う。 

■公共交通 

まずは埼京線の本数の増加と、終電の時間延長。 

マンションばかり建設されているが、今でさえ電車が混雑しているのに、これ以上どうなるのかと思っている。 

埼京線の終電時間はぜひ繰り下げてもらいたい。早すぎる。 

市内循環バスの逆周りを運行してもらえれば、もっと利用したい。 

トコバスを朝夕の通勤時間帯に増やしてほしい。 
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トコバスは１時間に１本しかないので不便。 

駅から距離のある場所に住んでいるので、バス便の充実をお願いしたい。 

■その他 

自転車置き場が狭すぎて、自転車がキズだらけになった。もっと余裕を持って自転車が置ける空間を作ってほしい。 

駅前駐輪場の充実。 

６．参加と交流 

■コミュニティ活動・市民参加 

ふるさと祭りは、前にやっていた市役所の所がいい。 

ボランティア活動が他市と比べて少ない。中高大生は色々なことに興味があるので、ボランティアの種類を充実してほしい。 

戸田市のまちづくりにどのように参加したら良いかわからない。 

戸田市は地元住民と他から入ってきた人たちとの交流もあるところだ。市民の声を大事にし、市民も市への協力が必要だと思う。 

■広報・情報発信 

ふだん都内などへ働きにいく人でも身近なまちと感じられるように、情報発信の強化をお願いしたい。 

防犯戸田など、まちに流れる放送が聞き取りにくく、内容がわからないのでなんとかしてほしい。 

本当に必要としている人のところに情報が届いていないように感じるので、周知の工夫やネットワークづくりが大切だ。 

７．行財政 

市の職員は机に向かっているだけでなく、歩いて、市民の声を聞いて、見て。 

戸田市議会の活動をもっと公にして（オープン）アピールしてほしい。（何をどのように取り組んでいるのかなど） 

外国人の居住の多いまちの割にサポートが少ない。もっと外国人にもやさしいまちづくりをしてほしい。 

市の財源をうまく使いこなしてもらいたい。 

主要な行政サービスを受けられる地域に偏りがあるように感じる。市民が平等にサービスを受けられるような施策を期待する。 

今後のまちづくりに向け新たな設備投資も必要かもしれないが、まずは国政同様、徹底した無駄の削減に取り組んでほしい。 

市民に合った制度をすぐ案内できる体制をつくること。制度（サービス）を受けられることを知られぬままであってはならない。 

住民税が高すぎる。住民が増えて税収も増えているはずなので、税金を安くして、もっと市民に平等に還元する。 
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８．その他 

調査の際に、まちづくりの現状や達成度についての情報を整理し、調査票に同封したり、公開することを検討してほしい。 

家賃がもっと全体的に安くなったら、ずっと戸田に住み続けたいと思う。 

安心して子育てができる様な、そして年を重ねても快適に住み続けられるような政策をお願いしたい。 

主人の転勤で戸田市に来た。とても住みやすい町だと思う。 

戸田に生まれ、いろいろ戸田市の移り変わりを見てきた。これからも市民がもっと住みよいすばらしい市にしてもらいたい。 
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